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地盤から決まる長期許容鉛直支持力早見表（先端地盤：砂質土・礫質土・粘性土地盤）

有効断面積

長期先端支持力(kN)
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スウェーデン式
サウンディング試験 ラムサウンディング試験

αsw : 杭先端支持力,表1.1に示す。
Ap : 杭先端の有効断面積（m2）-, Dw：翼径

施工・品質管理は、ETP-G工法施工基準に基づき行います。
施工機械は、施工記録（トルク値、深度、押込み力、回転数等）が
測定できる機械とします。
建柱車（管理装置付き限る）での施工も可能です。

スウェーデン式
サウンディング試験（SWS試験）を標準とする。
支持層が深い場合や、SWS試験では
貫入が困難な場合には、
動的コーン貫入試験（SRS）試験を用いる。

特　徴

性　能
鋼管の端面にディスク（円盤）状の翼を備えた鋼管杭

• 建築技術性能証明（GBRC性能証明第09-19号改4）取得工法

• 小規模建築物（地上3階以下、建築物の高さ13m以下）、
  擁壁(高さ3.5m以下)及び浄化槽・広告塔等の工作物に性能発揮　

• スウェーデン式サウンディング試験または動的コーン貫入試験の結果に基づく支持力算定式にて設計

• 振動・騒音が極めて少なく、周辺環境への配慮や残土も無く、環境に優しいクリーン工法

・施工地盤面からの最大施工深さ
 SWS試験 ・・・・・・・・・・ 杭径の130倍かつ19.2m
 SRS試験 ・・・・・・・・・・ 杭径の130倍
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N'の計算式
N'：SWS試験またはSRS試験による地盤の強度インデックスである。SWS試験を用いた場合は、式①（砂質土地盤）および式②（粘土質地
盤）より算定し、SRS試験を用いた場合は、式③より算定する。先端地盤の土質が不明確な場合は、サンプリングを行い土質を判別す
る。または、式①（砂質土地盤）、式②（粘性土地盤）を用いてN'値を求め、低い方のN'値を採用する。

SWS試験を用いた場合
N'＝2Wsw＋0.067Nsw（砂質土） ・・・ ①
N'＝3Wsw＋0.050Nsw（粘性土） ・・・ ②

SRS試験を用いた場合
N'＝Ndm－0.00041Mv ・・・ ③

Wsw：SWS試験における荷重（kN）
Nsw：SWS試験における貫入量1mあたりの半回転数（回）
Ndm：SRS試験における打撃回数（回）
Mv：SRS試験における回転トルク（N・cm）

SWS試験を用いる場合
N'：杭の先端付近のN'の平均値で、Dw/D＝1.62、2.00～4.00（Dw/Dは翼径と軸部径の比、Dw：翼径、D：軸部径、Dw/D＝2.00は2倍径と
呼ぶ）の全てで4≦N'≦20の範囲とする。N'の算定範囲は、杭先端から下方に1Dw、上方に1Dwの範囲とする。なお、N'算定にあたっては、
N'＜2の場合N'＝0、N'＞25の場合N'＝25とする。

SRS試験を用いる場合
N'：杭の先端付近のN'の平均値で、Dw/D＝2.00～3.00は10≦N'≦25、Dw/D＝3.25～4.00は10≦N'≦20の範囲とする。N'の算定範囲
は、杭先端から下方に1Dw、上方に1Dwの範囲とする。なお、N'算定にあたっては、N'＜2の場合N'＝0、N'＞30の場合N'＝30とする。

αsw
砂質土地盤

（礫質土地盤を含む）

粘性土地盤

支持力係数 適用範囲 時間調査

SWS試験

SRS試験
140

4≦N'≦20

10≦N'≦25（2.00～3.00倍径）
10≦N'≦20（3.25～4.00倍径）

表1.1 支持力係数一覧

先端の
掘削補助ビットにより
軸振れを抑制

翼に上下30°の
切欠きを設け、
貫入性を向上

鋼管径7種類
（φ89.1mm～φ216.3mm）

適用先端地盤：砂質土地盤、礫質土地盤、粘性土地盤

調査方法

杭の長期許容鉛直支持力 LRaは、スウェーデン式サウンディング試験（以下、SWS試験と称する）
または、ラムサウンディング試験（以下、SRS試験と称する）の結果から次式で算定する。
短期については長期の2倍とする。

杭の長期許容鉛直支持力

施工方法

E T P-G

建柱車（管理装置付に限る）DHJ-08

環 境 に 優 し い ク リ ー ン 工 法

7杭径37翼種のバリエーションから、
経済的かつ適切な設計が可能


